（様式２）
誓　　約　　書


令和　　 年　　 月　 　日　

男鹿市長　菅　原　　広　二　様


住所(所在地) 

　　　商号又は名称

代表者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　印　　



私（弊社）は、次の事項について、いずれにも該当しないことを誓約いたします。
また、次の事項に該当することとなった場合には、速やかに届け出るとともに、参加資格の取消しなど、男鹿市等の行う一切の措置について異議を申し出ません。

（１）　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当しない者であること。
（２）　会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申し立て、及び民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づく再生手続開始の申し立てがされた者でないこと。
（３）　本市、国及び他の地方自治体から指名停止措置を受けていないこと。
（４）　国税及び地方税を滞納していないこと。
（５）　市との連絡・調整、緊急時の対応が速やかに行えるようにしていること。
[bookmark: _GoBack]（６）　暴力団による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団及びその利益となる活動を行うものでないこと。
（７）　国又は地方公共団体の発注による本業務の内容と同種の業務又は類似の業務を過去３年以内において、元請として受注した実績を有する者であること。
（８）　仕様書で定める委託業務について充分な遂行能力を有し、適正執行できる体制を有すること及び本市の指示に柔軟対応できること。
（９）　ＪＩＳ Ｑ ２７００１（ＩＳＯ２７００１，ＩＳＭＳ：情報セキュリティマネジメントシステム）又は ＪＩＳ Ｑ １５００１（プライバシーマーク：個人情報保護マネジメントシステム）の認証を取得していること。

